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コンクリートは押されるとき（圧縮）にはとても強い材料ですが、引っ張られる

と極端に弱く、ボロボロと脆く壊れてしまいます。そのため、通常は鉄筋コンクリ

ートとして、鉄筋の力を借りて粘り強い構造としています。しかし、コンクリート

にひび割れが生じたり、塩分が存在するなど、様々な原因で鉄筋はさびてしまい、

この鉄筋の腐食が建物の寿命を決めてしまいます。 

FRCC（繊維補強セメント複合材料）は、引張に弱いというコンクリートの弱点を

克服するものです。適切な形状・材質・量の繊維をコンクリートに混ぜることで、

普通コンクリートの圧縮強度と変わらない、20 N/mm
2程度の引張強度を持つコンク

リートを開発しています。このような材料は組織が緻密で耐久性が高いことに加え

て、高い引張強度で鉄筋を省略できる可能性があります。この特徴を利用して、レ

ゴブロックのように簡単に組み換えができる、リユース可能な建築形式の開発に取

り組んでいます。これから減少する人口に合わせて、適切に建物規模を小さくする

「減築」など、新たなスクラップアンドビルドを実現できれば、社会情勢の変化に

も対応できる、物理的な意味に留まらない長寿命建築が実現できると期待されます。 
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